























































































































非農業 製造業 名目額 実質額
1920 27，434 10，702 106．7 94．1
21 24，542 8，262 90．0 89．1
22 26，616 9，129 87．3 92．2
23 29，231 10，317 96．6 100．2
24 28，577 9，675 97．1 100．4
25 29，751 9，942 98．9 99．7
26 30，599 10，156 100．0 100．0
27 30，481 9，996 100．4 102．3
28 30，539 9，942 101．3 104．4






















































全会社 フ オード ゼネラル・a[ターズ
?ライスラー その他
1921 1，518 845 193 480
（100） （55．7） （12．7） （31．6）
23 3，624 1，669 733 L222
（100） （46．1） （20．2） （33．7）
25 3，735 1，495 746 134 1β60
（！00） （40．0） （20．0） （3．6） （36．4）
27 2，937 274 L277 183 1，203
（100） （9．3） （43．5） （6．2） （41．0）
29 4，587 L436 1，482 375 L298
（100） （31．3） （32．3） （8．2） （28．2）
31 1，973 491 866 245 371
（100） （24．9） （43．9） （12．4） （18．8）
33 1，574 326 652 400 196





























































1922 991．4 759．6 231．8 63，100 0．4
23 1，168．5 976．8 191．7 74，300 0．3
24 1，513．7 476．8 ！，036．9 75，200 L4
25
??．???
359．7 2，572．5 78，200 3．3
26
??．???
212．8 2，165．8 83，700 2．6
27 2，894．6 276．1 2，618．5 81，700 3．2
28 4，807．9 212．8 4，595．2 82，800 5．5








所得階層 世帯数 所得額 （a） 貯蓄額（b） b／a
（ドル） （1000） （100万ドル） （100万ドル） （％）
～ LOOO5，899（2L47）2，900（3．8） 一2，134（一14．1） 一73．6
！，000～2，00010，455（38．05）1 ，364（19．9） 801（5．3） 5．2
2，000～3，000 5，192（18．90）12，586（16．3） 1，490（9．8） 11．8
3，000～4，000 2，440（8．88） 8β88（10．9） 1，3！9（8．7） 15．7
4，000～5，000 ユ，232（4，50）5，478（7．ユ） 998（6．6） ユ8．2
5，000～10，000L625（5．91）0，820（14．0） 2，549（16．8） 23．6
10，000～20，000 412（1．50）5，522（7．2） 2，003（13．2） 36．3
20，000～50，000 156（0．57）4，653（6．0） 1，836（！2，1） 39．5
50，000～100，00039（0．14）2，652（3．4） 1，165（7，7） 43．9
100，000～ 24（0．09）8．753（lL4） 5，116（33．8） 58．4














































































1920　1921　1922　1923　1924　1925　1926　1927　1928　1929???????（ ?? ?? ?? ??????? ??
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1923 1，610　　　　　… 1931 2，440　　　　　－700
24 1，730　　　　　120 32 1，560　　　　－880
25 2，300　　　　　570 33 L620　　　　　　　60
26 2，670　　　　　370 34 2，040　　　　　420
27 2，660　　　　　－10 35 2，710　　　　　670
28 3，170　　　　　510 36 3，760　　　　1，050















拡張 返済 残高 残高増減 拡張 返済 残高 残高増減
1月 442 427 2，637 189 172 1，152 17
2月 469 420 2，654 17 202 174 1，180 28
3月 481 422 2，714 60 210 177 1，213 33
4月 477 4262，792 78 214 183 1，244 31
5，月 489 434 2，877 85 221 184 1，281 37
6月 493 447 2，950 79 220 196 1β05 24
7月 511 455 3，028 72 243 197 L351 46
8月 51ξ． 458 3，075 哩7 245 201L395 44
9月 502 4773，097 22 221 217 1，399 4
10月 497 462 3，127 30 231 208 1，422 23
11月 479 4563，124 一3 211 208 1，425 3





















マ　　ソ@Aノ、 ツ タ　ンa “フロンクス 　　　、Vカゴ セントルイス
1920 5．75 5．67 5．84 5．5 6．00
21 5．97 5．98 599 6．1 6．18
22 5．95 5．87 5．98 5．5 6．09
23 5．91 5．87 5．95 5．5 6．03
24 5．92 5．87 5．97 5．5 6．G3
25 5．90 5．78 5．97 5．5 6．02
26 5．89 5．85 5．96 5．0 6．02
27 5．88 5．79 5．95 5．0 6．02
28 5．85 5．71 5．93 5．0 6．00





工　数 支 出　額 建築コスト 家　賃
（1000戸） （100万ドル） （1929年＝100） （1923年＝100）
1920 217 903 118．7 89．2
21 449 1，882 95．4 97．7
22 716 3，369 87．7 95．9
23 871 4，028 98．3 100．0
24 893 4，721 96．9 106．3
25 937 5，104 96．2 104．1
26 849 5，077 96．9 10L3
27 810 4，749 95．6 97．8
28 750 4，374 95．9 93．7
29 509 3，040 100．0 92．0
30 330 1，610 97．5 89．5
注）着工数と支出額は非農家民間住宅のそれ。支出額は1929年価格。
出所）David　M，　Blank，　The　Volume　of　Residential　Construction，1889－1950，
　　NBER，　Technical　Paper　9，1954，　pp．67－72．家賃はSurvay　of　Current
　　Business，　Annual　SuPPIement　1932，　p，　22－23．
設はそれに1年おくれてピークに達し，1年おくれて急落を開始するので
あって，これをみれば家賃の推移が住宅建築の動向を支配していてことは明
白である。実際，家賃の変動幅にくらべれば金利のそれは微々たるものにす
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ぎず，金利の変化が規定的影響力を持たなかったのは当然である。29年には
利子率の上昇はわずかであったがそれ以外の要因によって建築コストが急騰
しており，にもかかわらず家賃の下落が進行したことが，住宅建築のいっそ
うの急落を招くことになったのである。家賃の推移を規定したのは住宅に対
する需要であり，後者の推移はさらに一般所得水準と雇用の動向によって規
定されていたと考えられるから，こうした関連をつうじて20年代の住宅建設
の推移もまた結局，繰り返し述べてきた当時のアメリカ経済発展過程の特質
によって強く制約されていたとみねぼならないであろう。
　第3に，そして最後に，輸出の動向と29年の景気瓦解との関係についても
一言ふれておかねぼならない。アメリカの株式ブームは内外の資金をアメリ
カ株式市場に引きつけ，アメリカの資本輸出を急減させ，これに強く依存し
てきた海外諸国の国際収支に重大な圧迫を加え，それをつうじてそれらの国
の経済にたいして強いデフレ作用を及ぼすことになった。それは当然，アメ
リカに跳ね返ってその輸出を減少させた。29年第1四半期に57．6億ドルとい
う21年第1四半期以来のピークに達したアメリカの輸出が，同年第3四半期
には51．9億日目へ，すなわち1割弱減少したのはそうした事情によるところ
が大きい。（30＞
　しかし，アメリカは周知のようにその経済の対外依存度が極度に低い国で
あり，輸出の対国民所得比は29年でみてイギリスの！7．5％．，ドイツの18．7％
にくらべてアメリカでは6．0％でしかなかった。（31）工業製品生産に占める輸
出の割合も，同じく29年でいってイギリスの37％，ドイツの27％，フランス
の25％，日本の29％に対してアメリカはわずかに6％にすぎない。（32）この程
（30）輸出額は季節修正値。Ilse　Mintz，　American　ExPorts　During　Business　Cycles、
　1879－1958，　NBER，　1961，　p，　73．
（31）それぞれ下記により算出。ドイツ：Statistisches　Bundesamt，　Bevδ1herung　und
　Wirtschaft　i879－／972，　W，　Kohlhammer，1972、　S、195，260．イギリス：B．　R
　Mitchell　and　P，　Deane，　Abstract　of　British　Historicai　Statisties，　Cambridge　U　P．，
　1962，pp，284，368．アメリカ：Department　of　Commerce，　op．　cit．，　pp．224，884．
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大恐慌勃発への過程　597
度の輸出が1割弱減少したとしても，それが景気下降の重要な原因になった
とは考えられない。アメリカの29年恐慌の勃発は国外の事情によってではな
く国内の事情によって，すなわち外因説的にではなく内因説的に説かれなけ
ればならないであろう。
（32）A．Maizels，　fndustrial　Growth　and　World　Trade，　CambriClge　U．　P．，1963，渡辺福太
　郎監訳『工業発展と世界貿易』春秋社，1970年，149ページ。
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